
気象庁作成 

● 世界の主な火山活動

令和６年（2024 年）10月に顕著な被害を伴った噴火が報告された主な火山（日本を除く）＊は以下

のとおり（期間外含む）。 

レウォトビ（Lewotobi） インドネシア

10 月 30 日から 11月５日（期間外）にかけて、レウォトビ・ラキラキ山で噴火活動が活発化した。爆

発的な噴火が３日から４日にかけて発生し、火砕流が四方に流下し、噴石は最も遠方で７kmまで達した。

この噴火により、多くの地域が火山灰に覆われ、住宅地では火災が生じた。半径７km 以内の家屋が被害

を受け、死者９人、重体１人、重軽傷 63人、１万人以上の避難が報告されている（５日現在）。その後、

７日 11 時 30 分頃（日本時間 12 時 30 分頃）には、噴煙が高度約 15000ｍに達する噴火が発生した。 

図 令和６年（2024 年）10 月に顕著な被害を伴った噴火が発生した主な火山（日本を除く）＊ 

＊ 米国スミソニアン自然史博物館のホームページ“Global Volcanism Program | Smithsonian / USGS Weekly 

Volcanic Activity Report”（https://volcano.si.edu/reports_weekly.cfm）及びダーウィン VAAC による。日

付は全て現地時間。 
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